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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・9月の個人情報漏洩巡視の結果が掲示されている為、各自確認すること。
・第5回院内研修について

日時　10/20(火)10/21(水)17：30～18：30　場所：メモリアルホール　

テーマ：「インフルエンザ・ノロ対策」　　講師：感染対策管理委員会委員長　東　志保

・看護グループ内研修について

日時　10/15（木）17：10～17：45　　　場所：病院2階会議室

テーマ：精神科における薬物療法と管理　　　講師：天間Nrs

参加希望の方は10/14（水）までに出欠を入力すること。

・看護グループ内研修について

日時　10/22（木）17：15～17：45　　　場所：病院2階会議室

テーマ：コーチング　　　講師：佐々木AOM

参加希望の方は10/19（月）までに出欠を入力すること。

・10/16（金）作業療法士の学生実習あり、SGM対応予定。
＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子　様～10/7定期訪問実施。最近、頓服薬(リスパダール)は1回程しか服用していないとのこと。週末の青明舎行事を楽しみにしていると話し、天気を気にしたり、自分がトイレを気にして神経質になり膀胱炎になってしまうことがあることを話している。「具合が悪くなって迷惑かけたら…」と話すため、そのような時は遠慮せずスタッフに声をかけて欲しいこと、お守り代わりに頓服薬を一包持って歩くよう提案している。
・清水　秋男　様～10/8定期訪問実施。体調について確認すると、先週まで風邪を引いていたとのことで、市販薬を服用して良くなったと話している。自身が高齢になってきたせいか、体が弱体化してきたとのことで、冬は特に風邪を引きやすくなると話している。生活面で困っていることはないとのこと。
・赤石　陽介　様～10/8デイケア通所後に来所され、憩いの場を利用。主治医との面談で今後は青明舎の活動室は利用せず、デイケア週5日通所することになったと話している。しかし、活動室を利用できないことに関して疑問を抱いている。主治医からの話しでは、自身に嫌悪感を抱いている特定利用者が居るためだと説明を受けたと話され、誰なのか気になる発言が何度か聞かれている。活動室を利用しない件は主治医から指示があった以上は、その指示に沿うよう伝えている。10/14（水）が退院後の初外来日とのことで、その際に相談してみてはと提案し、「うん、してみる」と返答している。
・中居　美津子様～10/11定期訪問実施。部屋は猫の尿臭が酷く物が煩雑に置かれ、使用済みの猫のトイレシートがこたつ周りに置かれている。本人が不在している間に決まったトイレ以外の場所で猫が排尿するので置いているとのこと。「そろそろ片付けるつもりでした」と話している。こたつの掛布団は少し前に洗濯をしたということで畳んでおり、敷物は冬になる前に、天気の良い日に洗濯をすると話している。体調を確認すると、両膝に痛みがあるとのこと。先日、健康教室へ参加した際に、医師から膝へ月1回ヒアルロン酸の注射をすることを勧められたという。それを受ける為には1回2,000円程かかるということで、受けたいが金銭的に余裕がないと話している。うみねこ幸房では午前中セルリアンでメンテナンス(清掃)の作業を行って、足腰が鍛えられて良いと表情良く話している。
＜グループホーム利用者様情報＞

・繁名　和恵　様～最近デイケアを休みがちになっており、幻聴の訴えが増加してきている。先週は身体の痒みを訴え、皮膚科受診をしており、処方された錠剤をのむと眠気が強くなると訴えているとのこと。本日は痒みや不調の訴えはないが、デイケア来所時には病状の変化に注意し、言動を観察していく。
・淡路　智恵子様～膝の痛みが続いているとのことで、病院受診時に診てもらうよう促している。
・坂本　健治　様～先週日曜日にグループホームで叫んだとのことで、本人から担当医に報告したところ、気を付けるように言われ処方内容に変更はなかたとのこと。その後叫ぶことはなく、掃除などの日課を積極的に取り組むことが出来ている。
・七戸　康徳　様～本日14:00よりケア会議予定。グループホームを出たいと希望しており、今後の生活やデイケア利用について検討していく予定。
＜青陽館利用者様情報＞
・赤石　陽介　様～体験利用中。先週金曜日、体験利用に来なかった為、休む際は連絡が欲しいことを伝えている。「熱があって来れなかった」とのこと。祝日プログラムについて「何やるの？」と質問があり、気分転換のプログラムが主であると伝えると「ふーん」と言いながら、何かする訳でもなく、ウロウロとしている。デイケアの利用については、「なんか落ち着かない」と笑いながら話しているが、今後も体験してみたいと希望している。
・高橋　洋子　様～本人より「左足と腰が痛いので、今日は休みます」と電話連絡あり。病院は受診せず、温湿布を貼り症状は軽減しているとのことだが、デイケア欠席となる。昼頃娘様より「そちらへ行っていますか？」と電話があり、本人より欠席の電話があったこと伝えている。「家で寝てばかりなので、明日は行くように話します」とのこと。来所時は、症状の観察と日常生活へ支障があるようであれば、整形外科への受診を勧めていく。
・鈴木　真知子様～昼食は、ご飯1/2、副食を残食。祝日プログラム（ボウリング）に不参加であるため、理由を聞くと「出たくない」と話している。また、水分摂取が頻回に見られるため、スタッフよりコップを戻している。冴えない表情であるため、声を掛けると、「買い物に行きたい」と話している。今後も本人の訴えを傾聴しながら様子観察を行っていく。
＜外来情報＞

・田名部　浩平様～咳があり、レスプレン処方となる。嗽薬も処方となっており、1日5～6回は行うように声をかけるように。咽頭痛がある際は喫煙を控えるように指導している。

・高阪　博英様　～物忘れがあるとのことでADAS-Jog施行するが、結果は異常なし。

・若松　健一様　～体重86Kg　血圧125/100mmHg　時折、頭痛があり15分程続くとのこと。

　　　　　　　　　降圧剤はこれ以上増やすことはできない為、体重を減らすよう勧めている。

・清水　秋男様　～次回、定期採血予定。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（大久保恒夫様）

実施日：H27年10月12日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：川井・慶長・馬場

検討内容　目標、計画の評価と見直し

	氏名
	大久保恒夫様
	性別
	男
	年齢
	62
	生年月日
	S28年7月27日生　

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧

	治療方針（医師の指示）
	· 基本的な生活習慣を身に付ける

· 対人関係を学ぶ

	本人希望
	病状悪化せず現在の生活を維持していく

	家族希望
	病状悪化せず現在の生活を維持していく

	入院歴
	計　1　回（最終入院　平成6年　12月　～平成7年　9月　）

	通所歴
	　　2回目

· 前回：平成20年3月4日～25年10月10日

· 今回：平成26年5月5日～（週2回/月・火曜日）

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：

奥様と二人暮し
	家族構成










	利用制度
	精神障害者保険福祉手帳2級
	生活保護
	

	備考：事例検討に必要な情報を記載
他スタッフから聞いた話を本人にすると、「情報をもらした」と訴える為、本人から聞かれた情報しか、本人へ声掛けできない。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず現在の生活を維持していく
	①トラブルを起こさないように落ち着いて生活する


	①利用日に面談を行い、不適切な言動があったのか振り返りを行う。
	①本人の行った言動について振り返りを行い、その場にあった言動であるのか確認し、出来ている事は評価する。物のやり取りがあった際、本人が易怒的とならないようやわらかい口調で声を掛ける。

	
	②体調管理を行なう（服薬・血圧・生活リズム）
	②来所時に自ら健康チェックを行う。
	②来所時は健康チェックを行う。スタッフは健康チェックを行っているのか確認し、実施するよう声掛け、体調確認する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度50％）
	今後の対応

	①本人の行った言動について振り返りを行い、その場にあった言動であるのか確認し、出来ていることは評価する。物のやり取りがあった際は、本人が易怒的とならないよう、やわらかい口調で声を掛ける。
	・スタッフへ相談することが多くなっている。内容は「特定スタッフから無視されているような気がする」「青明舎スタッフが通りかかった時にじっと見ているような気がする」などと被害的な発言が聞かれている。
・胸の苦しさがあり「自分は死んでしまうのではないか」と考えることや青明舎スタッフについての被害妄想が多々あり、夜間オンコールに電話しているとの情報あり。
	今後も目標を継続して、本人の言動を振り返りながら評価を行っていく。また、他スタッフから聞いた話を本人にすると、「情報をもらした」と訴える為、本人から聞いた情報に対してのみ関わるようにしていく。

	②来所時は健康チェックを行う。スタッフは健康チェックを行っているのか確認し、実施するよう声掛け、体調確認する。
	・頭痛や耳なりは軽減したが、胸の苦しさを訴えている。「自分は死んでしまうのではないか」と不安を訴え、青明舎へオンコールするときもあるとのこと。担当医へ相談すると「これ以上減薬は出来ない」と言われ、薬剤師へ相談すると喫煙本数について指摘され「禁煙しようかと考えている」と話すが実行は出来ていない。本数を減らしてみることや受診時にレントゲン撮影の相談もしてみるようアドバイスしている。その後、予約したと外来カルテに記載されている。血圧が高値で降圧剤が増薬となっている。
・最近顔つきの悪さが見られているが、しっかりと薬は飲んでいると話している。
	体調不良の訴えは変わらず聞かれており、実践できるアドバイスは受け入れることが出来ている為、今後も目標を継続し、健康チェックを行いながら体調についてのアドバイスを行っていく。また、最近顔つきの悪さが見られている為、病状の変化に注意しながら関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず現在の生活を維持していく
	①トラブルを起こさないように落ち着いて生活する


	①利用日に面談を行い、不適切な言動があったのか振り返りを行う。


	①本人の行った言動について振り返りを行い、その場にあった言動であるのか確認し、出来ていることは評価する。物のやり取りがあった際は、本人が易怒的とならないよう、やわらかい口調で声を掛ける。

	
	②体調管理を行なう（服薬・血圧・生活リズム）


	②来所時に自ら健康チェックを行う。


	②来所時は健康チェックを行う。スタッフは健康チェックを行っているのか確認し、実施するよう声掛け、体調確認する。


